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[はじめに]脳血管障害診療を主とするケアミックス型の当院では、回復期病棟(回復

期)への転棟までの急性期病棟(急性期)在院日数は 16 日、他院から当院回復期に受け

入れた場合の他院急性期在院日数は 32日であった。そこで、32日急性期にいた場合と、

16 日急性期、16 日回復期にいた場合の入院料につき検討した。 

[方法]当院急性期に入院し回復期に転棟した患者の診断群分類番号上位 3 位において、

32 日急性期に入院した点数を算出、および急性期に 16 日、回復期(入院料 1)に 16 日

入院した点数を算出し比較した。 

[結果]上位 3 位は脳梗塞(発症 3 日以内、JCS10 未満)、非外傷性頭蓋内血腫(JCS10 未

満)、非外傷性頭蓋内血腫(JCS10 以上)で、32 日急性期に入院で 9.6 万～10.5 万点、急

性期から回復期に転床した場合 9.0 万～9.7 万点であった。 

[考察]診療報酬上、早期転棟に対するインセンティブが求められる。 


